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　４　仕事場面での対応力  ：あなたの得点

 ：基準(50点)

 ■何事にも積極的な姿勢で取り組む傾向
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 １：積極性・活発度　 62

 ２：働く事への意欲　 64

 ３：指導・指示傾向　 53

 ４：上下関係を意識　 47

 ５：自己アピール度　 38

 ６：周囲との協調性　 54

 ７：自分への信頼度　 55

 ８：逆境に耐える力　 62

 どんなときにも積極的に仕事に取り組もうとしている様子がうか　
 がえます。仕事に対する興味、役割認識などもできているようで、
 自信を持っておこなっていることと思われます。時間配分や目的　
 達成への計画などにも気を配り、さらに実力を発揮していくよう、
 今後のますますの健闘を期待します。　　　　　　　　　　　　　

 ■ねばり強く最後までやろうとする傾向
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 １：責任感・一貫性　 55

 ２：規律正しい行動　 59

 ３：他者への従順性　 49

 ４：安全・安定傾向　 68

 ５：感情の安定度合　 57

 責任感が強く、やると決めたことは最後まで面倒を見るといった　
 姿勢がうかがえます。周囲の出来事に振り回されることもなく、　
 目的を見失うことはありません。精神面での強さが感じられます　
 ので、役割や業務に対する認識を強めていくことで、周囲からも　
 頼りにされる存在となっていくことと思われます。　　　　　　　

 ■人に頼らず自分の力で成し遂げる傾向
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 １：独自の行動指針　 47

 ２：実力・能力主義　 56

 ３：慣習・慣行打破　 51

 ４：自ら進んで実行　 47

 ５：行動の自己管理　 51

 新しいことに興味はあるものの、積極的に押し進めるまでにはな　
 らないようです。自分らしい興味があっても、周囲との調和や雰　
 囲気に逆らってまではしたくないのでしょう。個人的な気持ちを　
 抑えることも大切ですが、新しい環境においては自分から進んで　
 いく必要があります。ときには脱日常を目指してみましょう。　　

 ■強い意志を持ち前に進もうとする傾向
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 １：感情の安定度合　 57

 ２：思い切った行動　 30

 ３：社会的自我確立　 42

 ４：明るく、積極的　 53

 ５：多様さの受入れ　 41

 何かあると気持ちがしぼんだり、迷ったりするなどして、途中で　
 くじけてしまうこともあるようです。たとえ時間がかかったとし　
 ても、自分なりの考えをまとめたものであれば、それほど簡単に　
 あきらめなくなるはずです。応援してくれる仲間を見つけるなど、
 続けていくための環境づくりから始めてみるといいでしょう。　　

　５　自己評価

 ：自己評価

 ：行動予測

 ■自己評価と行動予測の比較

１

２３

 １：ヤル気の表出度　自己評価　 65

 　　　　　　　　　　行動予測　 61

 ２：管理・対人能力　自己評価　 55

 　　　　　　　　　　行動予測　 55

 ３：思考能力の発揮　自己評価　 60

 　　　　　　　　　　行動予測　 48

 ■ヤル気の表出度について

 積極的に仕事を進める能力があり、自分でも自信を持って取り組んでいる　

 様子がうかがえます。どんなことでも、自分で自分をきちんと評価してい　

 なければ、本来の力は発揮できません。あなたの行動の結果は、周囲も評　

 価していることと思われます。目的を見失わず、ますます前進していくこ　

 とを期待します。ただし、周囲とのバランスには注意したほうがよさそう　

 です。自分の求められている役割や仕事内容について再確認し、一人の考　

 えで突っ走ってしまうことのないように気をつけて下さい。　　　　　　　

 ■管理・対人能力について

 周りとの関係、特に部下を引っ張っていくことができ、自分でも自信を持　

 って行動しているようです。リーダーとしての役割を発揮する上では、自　

 分の力を信じていることが重要です。的確な判断力、いざというときに動　

 揺しない精神力など、必要な要素は様々ですが、やはり自分自身を評価し　

 ていなくては、実際の行動が伴わなくなります。ただ、専門的な知識や技　

 術力がなくては、説得力のあるリーダーがつとまりませんから、日々の自　

 己鍛錬は必要不可欠です。ますますの活躍が期待できます。　　　　　　　

 ■思考能力の発揮について

 自分自身を客観的に見ている一面があり、必要以上に過信することはない　

 のですが、反面、自分の限界を勝手にここだと決めてしまい、それ以上の　

 力を出せなくしています。単にわかっているだけではなく、日頃から関係　

 する分野に関する情報収集に努めるといいでしょう。専門知識や技術力な　

 どは、一朝一夕で身につくものではありません。小さいことの積み重ねが　

 自信につながります。適当なところであきらめてしまうことなく、ひとつ　

 のことを突き詰めて考えてみると、そこから新しい突破口が見いだせます。




